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早大・環境資源工学会の活動

✓卒業生・学科・学生との交流の場の充実

✓大学との連携活動

✓学部生の勉学支援活動
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✓卒業生・学科・学生との交流の場の充実
ＯＢ・ＯＧ交流会（令和７年６月２１日（土））
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✓卒業生・学科・学生との交流の場の充実

【2025年度（令和7年）総会幹事団名簿】
幹事長 平澤 真也 1994年（平成６年）卒業

氏 名 卒業年 研究室 氏 名 卒業年 研究室 氏 名 卒業年 研究室

平澤 真也 1994 山崎淳 織田 竜輔 2004 大和田 大濱 睦未 2024 大河内

山縣 三郎 1994 原田 杉浦 友哉 2014 大河内 小松 萌音 2024 大河内

石田 弘徳 1994 山崎淳 松永 昴樹 2014 大河内 坂口 太一 2024 古井

平岩 敏和 1994 名古屋 新免 一樹 2014 大河内 小澤 慶大 2024 古井

長山 隆志 1994 名古屋 内山 竜之介 2014 大河内 小檜山 鉄平 2024 山口

大鷲 昇一 1994 山崎豊 廣川 諒祐 2014 大河内 河合 航平 2024 山口

細沼 義暢 1995 大和田 久々宇 慧 2015 森田 永積 薫 2024 山口

関 美佳 1995 大和田 加藤 悠 2015 山崎

長田 昌之 2004 茂呂 大島 崚太郎 2024 大河内



6

✓大学との連携活動

提携講座『環境資源と社会』（２０２４年度で終了）
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✓学部生の勉学支援活動

2024年度奨学金給付の対象者がいませんでした。
2025年度に向けて、奨学金登録をお願いしました。

環境資源工学会奨学金制度
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✓学部生の勉学支援活動

奨学金給付（年額３０万円×２名）に対して、「基金」の運用益（年率
２%)の約５０万円に不足分を「果実補填」から補填する形態を取って

おります。皆様から頂いた奨学金は、毎年、必要とされる「果実補填」
を差し引いた金額を「基金」に振り込んでおります。
尚、「基金」は、奨学金として使用することはできません。

環境資源工学会奨学金の原資は以下の通りです。

環境資源工学会として、以下の寄付指定先を持っております。
①環境資源工学会奨学基金（以下 「基金」という）
②環境資源工学会奨学基金 果実補填奨学金（以下 「果実補填」という）

＜個人して寄付金控除（証明書発行）を受けたい場合＞
ＨＰ上にある「環境資源工学会への寄付方法について」を参照して頂き、
指定先として、「環境資源工学会奨学基金 果実補填奨学金」を選択して
頂きますようにお願い申し上げます。
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✓学部生の勉学支援活動

環境資源工学会奨学金（３０万円×２名）の給付金額の
増額を検討しております。

現在、学部４年生の授業料は、年間約１８０万円となっ
ており、他学部、学科の奨学金給付レベルを見ると１０
万円増額して、４０万円×２名のレベルにすることが、

ＯＢ・ＯＧ会としての現役学生に対する勉学支援と考え
ております。

現在、２０２６年度での給付額増額に向けて、大学側の
奨学課と折衝しており、会員皆様のご理解を戴けます
ようお願い申し上げます。
⇒毎年、最低３０万円以上の寄付金を集める。
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組織基盤の状況（持続可能な組織へ）

✓会員の状況

✓収支状況（総会議決事項）

✓早大環境資源工学会会則改定（総会議決事項）
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✓会員の状況

早大環境資源工学会
https://w-shigen.org/

メールアドレス登録はHPから
お願いします。

2025年4月1日現在
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✓収支状況
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✓収支状況
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✓早大環境資源工学会会則改定

＜会則改定＞

  会則第４条ー本会則を変更するときは総会の議決を必要とする。

・会則第１２条の改定

（１）会費の年齢による減免規定の廃止。

（２）各会員の会費の取り扱いについて不明瞭な部分の明確化。

（理由）個人情報保護法の取り扱いの考慮等、会員情報（年齢）の把握

 及び管理につき、適切な運用が困難になってきたため。

改定前 改定後

第12条　会員は当該年度末までに下記の会費を納入しなければならない。

（１） 年会費は２千円とする。

（２） 終身会費は２万円とする。60才以上の会員は半額とする。

（３） 70才以上の会員及び名誉会員は会費を免除する。

（４） 学生会員の会費は無料とする。

第12条　会員は当該年度末までに下記の会費を納入しなければならない。

（１） 年会費は２千円とする。

（２） 終身会費は２万円とする。

（３） 正会員のうち環境資源工学科に在籍する教職員、特別会員、

            及び名誉会員は会費を免除する。

（４） 学生会員の会費は無料とする。
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連絡事項

✓メールアドレス登録のお願い

✓会費等の支払い方法について
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メールアドレス登録のお願い
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会費等支払い方法について
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今後の会費等支払いについて
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早大環境資源工学会新役員体制について

• １．新会長の選任
• 会則第１９条ー２：会長は正会員から総会決議によって選任。

• ２．新監事の選任
• 会則第１９条ー２：監事(定員２名以内）は正会員から総会決議によって選任。

• ※副会長（定員２）
• 会則第２０条ー２、３：１名は学科主任、１名は正会員の中から会長が委任。

• ※理事（定員12名以内）
• 会則第２１条－２：理事は正会員の中から会長が委任。
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理事会など新組織は後日HPにてご連絡させていただきます。

令和7年度 会長・監事候補者

監事候補（再任）：定員２

①前川統一郎 (1979 萩原研） ※現監事

② 川﨑秀憲  (1982 伏見研） ※現監事
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✓令和７年度執行体制
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✓令和７年度執行体制
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